
県央地域の の
みなさんと行政を結ぶ広報紙「県央つうしん」をお届けします。

鮭の人工ふ化 

検卵 

ふ化池 

ふ化 

飼育 

放流 

捕獲 

採卵 

受精 

ふ化槽 

サケの大きさ 

50～60cm

5cm
稚魚 

4年後 

●約3か月でふ化して 
　稚魚に 

●その後約1か月飼育 
　されて放流 

ま
も
な
く
正
月
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
年
取

り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
言
え
ば
サ
ケ（
鮭
）で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

サ
ケ
が
天
然
産
卵
す
る
た
め
に
は
、
自
然
の
ま
ま
の
き
れ
い

な
川
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
地
形
や

環
境
を
保
つ
こ
と
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
サ
ケ
に
は
と

て
も
生
き
に
く
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
サ
ケ
資

源
を
守
り
増
大
さ
せ
る
た
め
に
、
人
工
ふ
化
放
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

管
内
で
は
、
五
十
嵐
川
漁
協
（
長
谷
川
達
榮
組
合
長
、
組
合

員
六
四
○
名
）と
加
茂
川
漁
協（
中
林
信
治
組
合
長
、
組
合
員
一

八
〇
名
）が
、
サ
ケ
の
人
工
ふ
化
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
川
と
加
茂
川
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
約
三
〜
四
千
匹

の
サ
ケ
が
遡
上
し
て
き
ま
す
。
漁
協
で
は
、
川
に
や
な
場
の
よ

う
な
捕
獲
場（
ウ
ラ
イ
と
言
う
）を
設
置
し
、
一
定
量
の
サ
ケ
を

捕
獲
し
ま
す
。
捕
獲
が
始
ま
っ
た
十
月
の
下
旬
に
五
十
嵐
川
の

捕
獲
場
に
取
材
に
行
く
と
、
三
条
市
立
須
頃
小
学
校
の
四
年
生

二
十
一
名
が
、
河
川
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
見
学
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
。サ
ケ
を
捕
獲
す
る
た
め
の
鉄
製
の
カ
ゴ
の
中
に
は
、

●
鮭
で
迎
え
る
正
月

●
か
弱
い
稚
魚
の
飼
育
に
苦
労

●
次
の
世
代
へ

●
外
来
魚
は
リ
リ
ー
ス
し
な
い

どうしてサケは自分の生まれた川がわかるのか 
それは視覚ではなく、嗅覚で識別しているのだとされ 
ています。川にはその土地固有の有機物・無機物など 
が溶け込んでいて、その臭いを憶えているようです。 

●
命
が
宿
る
一
瞬
の
神
秘

▲こんな一粒が、大きくなるなんて！ ▲うわっ！重いぞ

▼捕獲場（ウライ）▼漁協の長谷川組合長から説明を受ける子ども達

河川環境学習の様子 三条市立須頃小学校の4年生
六
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
た
サ
ケ
が
三
〇
匹
ほ
ど
入
っ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
初
め
て
見
る
生
き
た
サ
ケ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
、
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

捕
獲
し
た
サ
ケ
は
人
工
ふ
化
場
に
運
び
、
メ
ス
か
ら
卵
を
取

り
出
し
ま
す
。
一
尾
の
サ
ケ
に
は
約
三
千
粒
の
卵
が
入
っ
て
い

ま
す
。
卵
を
取
り
出
す
と
オ
ス
の
精
子
を
か
け
ま
す
。
す
る
と

こ
の
卵
が
ふ
化
し
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
稚
魚
に
成
長
す
る
ま

で
約
四
か
月
間
、
人
工
ふ
化
場
で
大
切
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
ふ

化
管
理
を
担
当
す
る
長
谷
川
組
合
長
は
、
二
十
五
年
の
大
ベ
テ

ラ
ン
。「
卵
や
稚
魚
は
非
常
に
弱
い
生
き
物
。
温
度
管
理
と
水
質

管
理
が
大
事
。
一
晩
で
全
滅
さ
せ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま
す
。

好
き
で
な
い
と
と
て
も
勤
ま
り
ま
せ
ん
ね
。」「
こ
の
仕
事
を
は

じ
め
て
か
ら
、
家
族
と
一
緒
に
年
取
り
し
た
こ
と
は
一
度
も
な

い
で
す
。」と
苦
労
を
語
り
ま
す
。
今
で
は
、
全
国
か
ら
視
察
に

く
る
ほ
ど
の
技
術
的
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

春
に
は
両
漁
協
で
約
四
〇
〇
万
匹
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
、
三

〜
四
年
で
ふ
る
さ
と
の
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

漁
協
で
は
、
河
川
の
生
態
系
に
配
慮
し
て
、
サ
ケ
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ナ
、

コ
イ
、
イ
ワ
ナ
な
ど
の
稚
魚
を
一
定
量
放
流
す
る
な
ど
、
豊
か
な
河
川
を
守
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
一
番
困
っ
て
い
る
の
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外
来
魚
で
す
。
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
は
非
常
に
ど
う
猛
で
、
日
本
古
来
の
魚
の
稚
魚
を
食
べ
尽
く
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。「
釣
り
上
げ
た
と
き
は
、
再
放
流
し
な
い
で
」
と
漁
協
で
は
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

サ
ケ
資
源
を
守
り
増
大
さ
せ
る
た
め
に
も
、
人
工
ふ
化
放
流
は
必
要
な
も
の

で
す
。
県
で
も
稚
魚
の
放
流
に
補
助
金
を
出
し
、
水
産
資
源
の
増
殖
を
図
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
自
然
環
境
を
で
き
る
だ
け
保
護
し
改
善
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
サ
ケ
の
帰
る
川
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
次
の
世
代
を
守

る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

一
瞬
の
う
ち
に
赤
い
卵
が
ピ
ン
ク
色
に
変
わ
り
ま
す
。
命
が
宿

る
一
瞬
は
神
秘
的
で
す
。



新
潟
県
で
は
平
成

年
４
月
に
、
新
し
い
長
期
総
合
計
画
（
新
潟

・
新
し
い
波
）を
策
定
し
、
そ
の
計
画
の
中
で
、
県
土
づ
く
り
の
基
本

的
な
考
え
方
と
と
も
に
、
地
域
別
振
興
方
向
を
県
内
６
つ
の
広
域
連

携
圏
ご
と
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

県
央
地
域
の

市
町
村（
※
）を
対
象
に
し
た『
三
条
・
燕
地
域
振
興

計
画
』は
、こ
の
地
域
別
振
興
方
向
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
策
定
し
た

も
の
で
、
長
期
総
合
計
画
の
地
域
別
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
性
格
を

有
し
て
い
ま
す
。

（
※
）

市
町
村：

三
条
市
、
加
茂
市
、
燕
市
、
岩
室
村
、
弥
彦
村
、
分
水
町
、
吉
田
町
、

田
上
町
、
下
田
村
、
栄
町
、
寺
泊
町

三
条
・
燕
地
域
は
、
美
し
く
壮
大
な
日
本
海
か
ら
緑
濃
い
山
岳
地

帯
ま
で
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
産
業

も
金
属
、
木
工
、
繊
維
な
ど
の
地
場
産
業
の
ほ
か
、
米
や
果
樹
な
ど

の
農
業
や
温
泉
地
を
中
心
と
し
た
観
光
業
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
や
高
速
自
動
車
道
な
ど
、
高
速
交
通
社
会
に
対
応

で
き
る
基
盤
が
整
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
計
画
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
特
性
を
十
分
活
か
す
こ
と
を

主
眼
に
、
次
の
五
つ
を
振
興
方
向
と
定
め
施
策
展
開
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

①
地
場
産
業
の
活
性
化
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

②
豊
か
な
食
を
提
供
す
る
農
林
水
産
業
と
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
観
光
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

③
東
西
に
長
い
圏
域
の
一
体
性
を
確
保
し
つ
つ
、
快
適
で
安
全
な
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

④
住
民
が
健
や
か
で
安
心
し
て
住
め
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

⑤
新
し
い
時
代
を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
振
興
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、
地
域
振
興
予
算
を
設
け
ま

し
た
。
こ
の
予
算
を
既
存
の
事
業
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
計
画
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

三
条
地
域
振
興
事
務
所
　
地
域
振
興
課

T
E
L
（
0
2
5
6
）-

3
6-

2
2
0
5

地
域
振
興
計
画
は
、
地
域
の
特
性
を
十
分
活

か
す
こ
と
を
主
眼
と
し
、
皆
様
と
と
も
に
明
る

い
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

技の伝承と

新技術融合による

活力ある産業づくり

～地場産業振興アクション

プランの積極的支援等によ

り、地場産業の再生をめざ

す～

人がふれあい・はぐくむ

賑わいのまちづくり

～圏域内交流の促進と、地

域資源の活用により新たな

交流を創出する～

水と緑に抱かれた

いきいき健康のさとづくり

～県央の豊かな自然を背景

に、安全な食の提供を行い、

いきいきとした健康増進の

さとづくりを進める～

今後、地域で進めるべき地域振興方向の中から、概ね今後5年間で
戦略的に進める施策を、次の3つとしました。

米、果樹など、安全な農産物を
全国に提供していくとともに、食
の生産情報・調理情報などを地域
に発信し、健康増進のさとづくり
を進めていきます。

豊かな地域資源の活用や、道路、
河川、都市の整備により魅力ある
都市づくりを進めて、地域内交流、
農村と都市部との交流や観光振興
を積極的に行っていきます。

地場産業をはじめ、製造業の活
性化を図り、所得の向上と雇用拡
大を進めるため、地場産業振興ア
クションプランの推進や産学官の
連携強化、新製品開発などの支援
策を積極的に展開します。

▲建設途中の国道バイパス▲さんじょう鍛冶道場 ▲秋の収穫、稲刈りの真っ最中

 
●農地転用等 
 
●農地転用等 

 
●国営造成施設県管理事業 
 
●国営造成施設県管理事業 

 
●ふるさと水と土ふれあい事業 
 
●ふるさと水と土ふれあい事業 

13

安全な食料を安定して供給する優良農地を確保しながら、宅
地等に必要な土地の需要にも対応するため、農地の※転用許可
事務を行っています。（農用地課）
※転用とは、「農地を宅地や道路等に変えること」を言います。

「たんぼ」を大きく使いやすくすることで、おいしいお米を安
定して生産できるようにし、農業が若者にも魅力ある仕事となる
よう、お手伝いしています。
この「ほ場整備事業」をきっかけに、

大規模で共同作業をする農家の人達
も増えています。（建設第２課）

●ほ場整備事業 ●ほ場整備事業 

1ヘクタール（125m×80m）の大きさに整備し、使いや
すくなった“たんぼ” 田上郷地区（田上町）

親水水路で楽しく遊んでいる子供たち！！
笹岡地区（下田村笹岡地内）

自然豊かな中山間地域の水路やため池
等に自然とふれあえる施設をつくり、地
域住民活動の活性化や都市地域との交流
拡大を通して、活力ある地域づくりを応
援しています。（建設第1課）

たんぼに水を送るポンプ場
川通北地区 今井揚水機場（栄町今井地内）

排水機場が無いと鉄道も水浸し
昭和53年6月26日水害
（JR信越本線　東光寺駅付近）

直径2mのポンプ2台と2.8mのポンプ3台があり
小学校の25mプールを約5秒で排水できます
刈谷田川右岸排水機場（栄町今井地内）

農作物をはじめ、住宅や学校、鉄道などを洪水から守っている、刈谷田川右岸排
水機場の管理を行っています。（計画指導課）

TEL  0256-36-2270（代） FAX  0256-36-2280   E-mail  s071050@mail.pref.niigata.jp

上記事業の他にも、農業・農村の発展のための事業を多数実施しております。
詳しくは三条農地事務所まで問い合わせください。
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●第32回三条市元旦マラソン大会参加者募集 
日　時：1月1日（水）午前8時40分開会 
集　合：三条市総合体育館 
参加費：無料 
種　目：◇3㌔コース：小学生男子、小学生女子、中学生 
　　　　　男子、中学生女子、一般男子50歳未満、一般 
　　　　　男子50歳以上、一般女子 
　　　　◇5㌔コース：一般男子50歳未満、一般男子50 
　　　　　歳以上、一般女子 
　　　　◇10㌔コース：一般男子50歳未満、一般男子50 
　　　　　歳以上　　　 
　　　　◇歩け歩けコース 
申込み・問い合わせ先：三条市社会体育課 
　　　　　　『第32回三条市元旦マラソン大会事務局』 
　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 0256-32-5211 
 
●第24回加茂市元旦マラソン参加者募集 
日　時：1月1日（水）午前10時　青海神社前スタート 
受　付：加茂市民体育館　午前9時から9時40分 
参加費：500円（保険料ほか）　　 
クラス：◇4.7㎞コース：一般・高校男子の部（35歳未満） 
　　　　◇2.6㎞コース：壮年の部（35歳以上男子）、 
　　　　　一般・高校女子の部、中学生の部、小学3・4年生 
　　　　　の部、小学5・6年生の部 
申込み：桑田屋スポーツ（12月25日まで） 
　　　　　　　　加茂市本町3-5　℡ 0256-52-2696 
問い合わせ先：加茂市勤労者体育センター 
　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 0256-53-2206 
 
●献灯祭 
日　時：1月14日（火）夕方から15日（水）早朝 
会　場：三条八幡宮 
内　容：江戸時代より続く伝統行事。たくさんの巨大な御 
            神灯（直径50㎝、高さ1ｍ、重さ30～50㎏のロウ 
            ソク）に火がともされ、祈りを捧げます。 
問い合わせ先：三条市商工課　℡ 0256-34-5511（代） 
 
●本成寺節分鬼おどり 
日　時：2月3日（月）午後1時と午後3時の2回 
会　場：法華宗総本山本成寺 
内　容：本成寺の節分会の行事で、日本三大鬼おどりの一 
            つとされている。金物の町らしく鋸、斧などを持っ 
            た鬼たちが、本堂内で叫び大暴れする姿は迫力満 
            点。 
問い合わせ先：三条市商工課　℡ 0256-34-5511（代） 

三条地域振興調整会議 
事務局　三条地域振興事務所 

〒955-0046　三条市興野1丁目13番45号 
TEL 0256-36-2205    FAX 0256-32-5882
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●信じられないような出来事、本当に不思議です。 

つなぎがや（了玄寺）
りょうげんじ 

加茂市の七谷・宮寄上地内に加茂市市民福祉交流セ 
ンター「加茂美人の湯」が11月24日にオープンし 
ました。 
　加茂駅前と美人の 
湯を結ぶ、無料シャト 
ルバスも運行してい 
ます。 
　粟ケ岳を眺めなが 
らくつろげる日帰り 
温泉施設に、この冬 
ご家族で出かけてみ 
ませんか。 
 

 「田上のつなぎがや」は、越後七不思 

議の一つです。 

　親鸞聖人が護摩堂山の城主に招かれ 

法話をした折、お茶受けとして焼いた 

かやの実が聖人に出されました。 

　それは農民が年貢米の代わりとして、 

かやの実を糸でつなぎ、納めたもので 

した。その焼いた一粒を聖人が庭に蒔 

くと翌年に芽を出し、その実にはつな 

                                                  　　           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いだ穴の跡があり、また一枝で葉が表向き 

                                                       と裏向きに互い違いになっていたというか 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ら不思議なのです。 

　　　　　　　　　　　　　　      　　  このかやの木は、560年前、護摩堂山麓 

                                                       から了玄寺境内に移植されました。 

　　　　　　　　　　　　　　      　　   なお、山頂付近には今も、つなぎがやの 

                                                       自生地があり、国の天然記念物に指定され 

                                                       ています。 

オープン

◇開館時間：午前9時30分から午後9時30分 
◇休館日：毎月第2水曜日（祝日の場合は翌日）、 
               12月31日、1月1日 
◇入館料：◇大人（中学生以上）　午後6時まで700円、 
　　　　　　午後6時以降500円（タオルセット含む） 
　　　　　◇小学生　午後6時まで300円、 
　　　　　　午後6時以降200円（タオルセット含む） 
　　　　　◇小学生未満　無料 
●問い合わせ先：加茂美人の湯 ℡ 0256-41-4122 

円滑な除雪作業にご協力を！ 

エ
イ
ズ
の
相
談
・
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す 

　
世
界
的
に
は
無
論
の
こ
と
、
日
本
国
内
で 

も
年
々
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
が
増 

加
し
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
、
誰
も 

が
正
し
く
知
っ
て
予
防
す
る
こ
と
と
感
染
者 

・
患
者
を
社
会
で
支
え
る
意
識
が
身
近
な
課 

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
の
心
配
の
あ
る 

人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
プ 

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。 

　
検
査
は
、
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

感
染
が
早
く
わ
か
れ
ば
治
療
も
適
切
な
時
期 

に
始
め
ら
れ
、支
援
す
る
体
制
も
あ
り
ま
す
。 

●
電
話
相
談
…
月
曜
か
ら
金
曜
日 

　
　
午
前
９
時
か
ら
12
時 

　
　
午
後
１
時
か
ら
５
時 

●
検
査
日
…
毎
週
金
曜
日 

　
　
午
前
９
時
か
ら
11
時
（
要
予
約
） 

●
問
い
合
わ
せ
先
…
三
条
健
康
福
祉
環
境 

               

事
務
所（
保
健
所
）保
健
予
防
係   

　
　
　
　
　
℡
０
２
５
６
（
３
４
）
８
１
２
０ 

 

朱
鷺
メ
ッ
セ
情
報
満
載
！
〜
万
代
島 

再
開
発
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
来
年
５
月
１
日
、
新
潟
市
万
代
島
に
オ
ー
プ 

ン
す
る
朱
鷺
メ
ッ
セ
や
開
業
記
念
事
業
の
最 

新
情
報
が
満
載
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。 

（
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
有
り
） 

（h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
iig
a
ta
.jp
/ 

   b
a
n
d
a
ijim
a
/

） 
 

●
問
い
合
わ
せ
先
…
万
代
島
再
開
発
課 
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０
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に
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が
た
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地
産
地
消
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
」
会
員
募
集 

　
地
産
地
消
に
関
す
る
情
報
交
換
や
交
流
、 

仲
間
づ
く
り
な
ど
を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の 

会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

※
地
産
地
消
…
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水 

　
産
物
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と 

●
活
動
の
概
要
…
研
修
会
、
交
流
会
、
情
報 

   

紙
等
の
発
行
な
ど 

●
応
募
期
限
…
12
月
27
日
（
金
） 

●
問
い
合
わ
せ
先
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
食
品
・
流
通
課
内
） 

　
　
　
　
　
℡
０
２
５（
２
８
０
）５
３
０
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  市
町
村
合
併
の
事
例
ビ
デ
オ
を
貸 

し
出
し
ま
す 

　
全
国
６
か
所
の
市
町
村
合
併
の
事
例
を
紹 

介
し
た
ビ
デ
オ
「
ふ
る
さ
と
を
描
く
！
」(

24 

分)

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。 

　
合
併
に
よ
っ
て
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
化 

し
た
か
、
な
ど
が
ま
と
め
て
あ
り
、
市
町
村 

合
併
を
わ
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。 

研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
幅
広
く
ご 

利
用
く
だ
さ
い
。
　 

●
貸
出
期
間
…
原
則
と
し
て
１
週
間（
無
料
） 

●
問
い
合
わ
せ
先
…
市
町
村
合
併
支
援
課 

　
　
　
　
　
℡
０
２
５（
２
８
０
）５
０
５
６ 
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今年もあと2週間を残すところとなりまし
たが、皆様にとってこの1年間、どんな年で
したでしょうか。
私たちスタッフは、４月から新聞づくり
をはじめましたが、取材活動で、地域で活
躍される多くの方々とお会いすることがで
きました。本当に感謝しています。
来年もまた、新たな気持ちでがんばりま
すので、どうぞよろしくお願いします。
では皆様、よいお年をお迎えください。

早朝又は夜間に除雪します。騒音等でご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。 
☆作業中の除雪車は危険です。近づかないでください。 
☆路上駐車は作業の支障になります。駐車しないでください。 
☆道路に雪を捨てることは法令で禁止されていますので、やめてください。 
☆雪の重みで樹木が道路上に垂れ下がることがあります。交通の障害にな 
　らないよう処理をお願いします。 
☆除雪作業後の出入口等の手直しは、各家庭でお願いします。 
☆消雪パイプは、14時～15時・16時～17時の2時間の運転休止時間帯 
　を設けています。   
　　　　　　◇問い合わせ先　新潟県三条土木事務所　維持管理課 
　　　　　　　　　　　　　　℡　0256－36－2309 
 

降雪期の交通を確保するため、三条土木事務所では国県道（国道８号を除く）を除雪します。 
除雪作業をスムーズに行うため、ご協力をお願いします。 
 

 

枝
を
長
く
横
た
え
た
、樹
齢
七
八
〇
年
の
つ
な
ぎ
が
や

一
年
毎
に
、
葉
が
表
向
き
裏
向
き
に
互
い
違
い

に
伸
び
て
い
く
枝
と
、
か
や
の
実
（
実
物
大
）


